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研究成果の概要（英文）：This study tried to develop a distributed real-time stream 
processing infrastructure with advanced operators. As for such operators, Bayesian 
neworks and media data management are developed. In addition, I conducted research on 
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ドの一例として，米 Amazon Web Services に

































Encryption Module と 呼 ぶ ． Encryption 
Moduleは，ストリーム情報源から逐次的に発
信される情報を受け取り，属性毎に３種類の
Onion(Onion Eq, Onion Ord, Onion Add)と




























 前述した提案手法では，Encryption Layer 
及び EncryptionLayer から SPE に入力され
るまでの経路において暗号化コストとデー
タ量を削減する手法について述べた．提案手


























ゴリズムには，DET として CBC モードの AES 





し，本実験では Encryption Module における








{id,temp} の各属性に対して Onion Eq 及び
Onion Add を生成し，出力される情報は
{id-Eq, id-Add, temp-Eq, temp-Add} の属 
性を持つ．同様に，湿度センサから発せられ
る情報{id, humid}の各属性に対しても Onion 
Eq 及び Onion Add を生成し，出力される情
報は{id-Eq, id-Add, humid-Eq, humid-Add} 
の属性を持つ．それぞれのセンサから出力さ












結合演算のウインドウサイズを 5 から 70 ま
で 5 ずつ変化させながら繰り返し行い，比較






使用量削減，提案手法 I と II を適用した場
合は 42%程度のメモリ使用量削減となった．
本実験では，提案手法 I のみを適用した場合
とと提案手法 I と II を両方適用した場合の
違いは，処理木内部の集約演算の入力タプル
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